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パートナーイベント

  

会　期：2025年8月21日（木）～24日（日）
会　場：ゆふいんラックホール
主　催：湯布院映画祭実行委員会
後　援：�由布市／由布市商工会／大分県興行生活衛生同業組合／大分合同新聞社／NHK大分放送局／OBS大分放送／	

TOSテレビ大分／OAB大分朝日放送／エフエム大分／J：COM大分ケーブルテレコム／ゆふいんラヂオ局
対　象：全国の映画ファン
公式サイトURL：https://yufuincfes.org/

総来場者数（参加数）：3,407人 
プレス社数：5社
　内訳（国内プレス社数：5社　海外プレス社数：　社）

■開催内容
　本映画祭は第50回を迎える。節目の今回は「俳優・三浦友和」を特集する。三浦氏
は1970年代にデビューし、その芸歴は本映画祭の歴史と重なり、日本映画全盛時代の
掉尾にデビューし、その後の日本映画の栄枯盛衰、作品性の変遷と常に併走してきた。
青春スター、アイドルとしてデビューし、日本を代表する若手俳優として大作に参加し
つつ、相米慎二・大林宣彦といった当時気鋭の監督と組んできた。そうして磨いたス
キルを諏訪敦彦・山下敦弘など当時新進の監督作品で発揮、その活躍は入江悠・三
宅唱など次代の日本映画の担う監督との仕事にまで綿々と生かされている。本映画祭で
も「台風クラブ」（10回）「野ゆき山ゆき海べゆき」（11回）「空がこんなに青いわけがない」
（17回）「M/OTHER」（24回）等、キャリアの代表作主演作を公開に先だって特別上映し、
「黄金のパートナー」（20回）「春琴抄」（39回）「泥だらけの純情（49回）など青春スター
当時の作品を回顧上映してきた。今回は、映画俳優三浦友和を特集することで、この
50年の日本映画史を俯瞰し、これからの日本映画への展望をゲスト、参加者とともに探っ
ていく。

■2025年度の新規取り組みとその成果・特色など
　配信作品の広がりなど視聴状況、Metooやハラスメント問題などモラルの変遷、日
本社会における映画作品の位置づけも大きな変革を迎えている。これまでもテレビ文
化の台頭、映画会社システムの崩壊、レンタルビデオ時代の到来、ミニシアター時代
を経てのシネコンの登場など、日本映画を取り巻く状況は多彩に変遷してきた。その大
きな起伏を体感しながら常にスターとして存在し続けている三浦友和氏を迎えることで、
日本における映画芸術の可能性を見出す。また湯布院映画祭は決して大きくない街に、日本を代表する才能を集めて大都市で
はできない、制作者と観客の真っすぐな討論を重ねてきた。50年目の節目となる今回、全国的かつ全世代的に著名な映画俳優
である同氏を招き、一般の参加者とスターとの交歓を生んでいく。そして「映画館のない町」由布市湯布院で開催される世界的
にも稀な日本最古かつ現役の映画祭が持つ日本映画熱を発信していくことで、日本映画の伝統を伝え、日本の映像文化に対して、
一地方から不断な貢献をしていく。
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